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S- ei∂芸 貰 et∂ (3)
で与えられる｡ただし,∂は対免 Kは非対角行列であり,8の要素は-p-～/2方である(p-は有
効運動量 )0 (3)はユニタリー 性をもつが,以下ではそれをこわさない｡さて,｣の局所系はマ
クロ性と開放系だということで,エネルギーと粒子個数一定の状態にはない｡したがって,吹
の統計演算子によって記述されるはずである｡
pA-冨 wNPNA,PNA-描 ,wT<Oだ･ (4)





























































京大･理 町 田 茂
以下の話は並木氏との共同研究である｡
1.検出装置の量子力学的取扱い
観測は観測対象および装置の準備,観測日的量の固有値ごとに時空的に分離するスペクトル
分解,時空の一定領域でのyes-noexperimentから成る選坦ク三段階から成っている｡
検出しなければ波束の収縮を耳起らない(検出はそこに来なかったという否定的 く検出'でもよ
い)｡したがって,観測過程の量子力学は,上記三つの過程をすべて適切に扱わなくてはなら
ない｡
観測対象の準備は微視的対象の一定の状態をっくり出すことであるが,検出装置が量子力学
的に見てどのように準備されているかはほとんど議論されたことがない｡YonNeumannは装
置を一つの状態ベクトルであらわし,Jauchは一つのHilbert空間での混合とした｡
どのように表現すべきかは現実の検出過程を調べることによってきめるほかない｡例として
一枚の写真乾板による検出の場合を見てみよう｡図1のように写真乾板上のスポットによって
図1
粒子は検出される｡一枚の写真乾板を1/2,1/4,- に切って
もやはり検出装置であることに変りないから,本来の要素的
な検出装置は一つ一つのスポットを成す部分である.これを
くgenuinedetector'と名づけることにしよう｡量子力学的に
扱うべき検出過程は,対象粒子とgenuinedetectorとの相互
作用である｡
では,genuinedetectorの準備はどのようにされているで
-266-
